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ウ・ハチジュウヨン）と読むことはあり得ないし、
1Q84〈ichi-kew-hachi-yon〉「イチキュウハチヨン」
としか認識し得ないだろう。また、ジョージ・オー
ウェルの「1984」を連想する人は、〈ichi-kew-
hachi-yon〉と書かれていなくても「1Q84」を「イ
チキュウハチヨン」と読むだろう。つまり、話し手と
聞き手の間での「コミュニケーション」においてどれ
だけの情報を伝達できるかは、どのような情報を共有
しているかが重要なポイントとなる。
さて、次の命題「学べば、学ぶほど、知らないことが
増えていく。」の真偽を考えよう。一般的には、「学べば、
学ぶほど、物知りになり、知らないことが減っていく。」
ということが、正しい認識であり、命題は偽であると言
える。しかし、学びだすと、「自分が何も知らないこと
をより認識し、勉強しなければならないことが増加する。
つまり、知らないこと（知りたいこと）が増えていく。」
という意味では、この不思議な感じがする命題は、真と
なる。「知は、連想を誘起し、連鎖する」という観点に
立てば、上記の命題は、真となり、「連鎖することが
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IQ84。いきなりこのような記号がでるとおかしいな
と思うかもしれないが、村上春樹のベストセラー小説
「1Q84」を自然に読むと、IQ84（アイキュウ・ハチ
ジュウヨン）となるだろう。しかし、村上春樹の本の
タイトルには、周到に1Q84〈ichi-kew-hachi-yon〉
と読み方が併記されている。それゆえ、一般的には、
村上春樹のベストセラーをIQ84（アイキュウ・ハチ
ジュウヨン）と読むと、失笑を買うことになる。この
ことは、「知」に対して考える面白い題材を含んでおり、
笑い話として終わらせてしまうのはもったいない。
なぜなら、知の連鎖と関係があり、「知の連鎖」を考
える上での良い題材であるからだ。人にものを伝える
という「コミュニケーション」においては、情報の共
有が必要である。IQ（アイキュウ：知能指数）という
ことは、ほとんどの人が共有している「知」であるの
で、「1Q84」をIQ84（アイキュウ・ハチジュウヨン）
と読むのは自然である。一方、村上春樹のベストセ
ラー1Q84〈ichi-kew-hachi-yon〉という情報を共有
している人にとっては、「1Q84」をIQ84（アイキュ
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は、いかんやろ。」と感じられたと思う。何故か？「知
識のバラ売り」には、知の連鎖という「知の本質」が
欠如しているからである。しかし、我が身を振り返っ
てみると、「知識のバラ売り」以上の授業をしてきたか
と言うと自信がなくなってしまう。
「それで、お前は、ここで何が言いたいのだ？」と、
ここまで読まれた方は言いたくなるかもしれない。そ
れゆえ、答えにならないかもしれない答えとして、
1Q84 Book2から天吾（主人公）の父親が天吾に
言った言葉（1Q84 Book2、新潮社 p. 181-182）
を引用することで、この文を終わりにしたい。
「説明しなくてはそれがわからんというのは、つま
り、どれだけ説明してもわからんということだ」
「知」の本質である。」と言うことに辿り着く。
「1Q84」に戻ろう。「1Q84」をどのように読む
かというのは、知の連想・連鎖を考える上で良い例と
思っていただけただろうか。ここで、さらなる連想を
おこなってみる。IQ84から8を横に寝かしてみよう。
すると、IQ∞4となり、4を「し」と読み、漢字の「氏」
をあてると、「IQ∞氏」（知能が無限大の人）となるで
はないか？「知は無限大」というこの文章のタイトル
に辿り着いたではないか。
大学での共通教育を考えたとき、「知識のバラ売り」
授業は、「分かりやすい」授業として、人気がでるかも
しれない。学生にも評判が良いし、教員側にとっても
無難な授業と言える。こういうと、多くの方が「それ
